
JP 2020-513208 A 2020.5.7

(57)【要約】
近年の民間航空機のターボファンエンジンのカウリング
の下にプロジェクターを取り付けることにより、機体の
胴体部の下部および側面、また翼の下側に照明を当てる
ことが可能になる。この設定により、照射する領域に画
像またはビデオを投影することも可能である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ターボファンエンジンのエンジンカウリングに取り付け、もしくはその中またはその下
に取り付けられた1つ以上のプロジェクターからなる航空機用の投影装置。
【請求項２】
　機体胴体部の下側に向けて投影するものである、請求項1の航空機用投影装置。
【請求項３】
　機体胴体部の側面に向けて投影するものである、請求項1の航空機用投影装置。
【請求項４】
　航空機の翼の下部に向けて投影するものである、請求項1の航空機用投影装置。
【請求項５】
　地面に向けて投影するものである、請求項1の航空機用投影装置。
【請求項６】
　プロジェクターが航空機の積載状態と飛行姿勢に応じて動いて調整することができるよ
うに設置されたもので、機体の外面への投影が不必要に動くことがないように設定された
ものである、請求項1の航空機用投影装置。
【請求項７】
　エンジン内の既存の電源ケーブルを介して電源が供給されるものである、請求項1の航
空機用投影装置。
【請求項８】
　無線信号により制御されるものである、請求項1の航空機用投影装置。
【請求項９】
　トワイライトスイッチにより投影の実行と終了が制御されるものである、請求項1の航
空機用投影装置。
【請求項１０】
　投影の切り替えが航空機の他の外灯の切り替えと連動がなされる、請求項1の航空機用
投影装置。
【請求項１１】
　プロジェクターがエンジンカウリングと同じ高さの透明な容器で覆われており、これに
より空気力学的抵抗を減少させるとともに周囲の環境の影響から装置を保護しているもの
である、請求項1の航空機用投影装置。
【請求項１２】
　プロジェクターが空力形状を持つ透明な容器で覆われており、これにより空気力学的抵
抗を減少させるとともに周囲の環境の影響から装置を保護しているものである、請求項1
の航空機用投影装置。
【請求項１３】
　透明の容器がレンズとして機能するものである、請求項11若しくは12の航空機用投影装
置で、。
【請求項１４】
　複数のプロジェクターが表面の1つの領域に向けられ、投影が重なり合う形で実施され
るものである、請求項1の航空機用投影装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、航空機の外部照明および投影に関するものである。 特に、本発明は航空機
の視認性の向上および広告目的のプロジェクターの配置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　航空機にはいくつかの外部照明が設置されている。 着陸灯、滑走路灯、滑走灯、翼の
照明は周囲や航空機の一部を照らして乗組員の視認性を高めるために使用されている。ス
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トロボライト、航行灯、衝突防止灯、ロゴライトは信号機能と他からの航空機の機体の視
認性を向上させている。航空機の視認性が向上することにより、他のパイロットが航空機
をより簡単かつ迅速に視覚的に認識できるため、航空交通の安全性を向上させている。こ
れは、特に離着陸により上昇と下降する航空機で混雑する空港周辺の安全において利点と
なる。機体の胴体底面と側面に照明を照射するにより、夜間もしくは視界が悪いときでも
航空機を視覚的に認識することが非常に容易になる。
【０００３】
　夜間に機体をより多くの照明で照らすことにより、各フライトの前に航空機を歩き回っ
て確認することが容易になる。つまり損傷箇所を見つけやすくなる。
【０００４】
　さらに、飛行機の照射する光は広告として魅力的である。なぜなら多くの人にとって空
を飛ぶことは依然として特別なことであり、それは広告に役立つからである。垂直尾翼の
航空会社のロゴをロゴライトで照らすことによるプラスの副次的効果としてすでに実現さ
れている。
【０００５】
　加えて、大都市周辺に人口が密集することにより人口密度は常に増加しているため、離
発着する空港エリアでも人口密度は増すことになり、航空機の広告はより多くの人々にイ
ンパクトを与えることになる。もっとも、航空機は通常遠距離から目にすることになるた
め、広告は大きなディスプレイと強い色だけが効果がある。しかしながら日中の効果は、
金属の表面が反射によるコントラストの低下だけでなく、太陽に位置の変化により影や逆
光により効果が限られる。
夜間はそれとは全く異なり、光に照らされた自由な形の物体が夜空に出現するためすぐに
注意を引くことが可能になる。そのため、空港付近では、特に離陸直後や着陸直前は印象
を残すとともに広告の効果がある。
【０００６】
　航空機の下面と翼を照らす手法（DE498932AおよびDE510162A）や、プロモーション用の
投影を行う試み（DE444167A1）など複数ある。この3つの発明では、空力に対して負の影
響があり、それにより空力抵抗が発生する下部構造を改善する余地が残されている。しか
しながら、効果的に投影するためにはプロジェクターとターゲットの間の適切な距離が必
要であり、この例のように航空機の外面または翼の下面など航空機表面の曲面をターゲッ
トとする場合はさらに距離が必要である。
【０００７】
　US1999479Aでは、格納式の投影装置を航空機の下に取り付けてオートジャイロの回転翼
に投影する解決方法を提案している。このアイディアは、出っ張り、引っ込みや空力的な
影響といったことにより利用されなかったことは明らかである。またオートジャイロは商
用航空で成功することはなかった。
【０００８】
　その他のアプローチとしては、US8933819B1、US9324248B2、US20160042675A1で提案さ
れているような機体の外面に照明パネルやディスプレイを設置する方法があるが、なによ
りも3次元の曲面へ取り付けることに限界があるだけでなく、特に高高度での太陽光や気
候といった厳しい環境の負荷を受けるシステムの耐久性の面でも限界がある。さらに、こ
うした装置を取り付けることにより、大きな空気力学的ストレスがかかる部分あることや
、非常に重いものを外面に取り付けることは製造する際に構造上の問題や重量の問題を引
き起こす。
【０００９】
　航空機の水平安定板に組み込んだプロジェクターにより垂直安定板へ広く照射するロゴ
ライトに加えて、US201227378A1およびUS8651664B2に記載されているような空気力学的な
問題の少ないプロジェクターハウジングもある。しかし、構造的に翼もしくは水平安定板
を切り抜く処置が必要になる。この両部分は、大きな空気力学的ストレスがかかる部分で
あるため実装は困難である。また、加圧されたキャビンの外面に取り付ける場合、外面を
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切り抜ぬくことにより強度が下がることになる。こうした問題から、設置には多くの労力
が必要であり、改造はほとんど不可能である。一方、胴体下部や翼の下といった魅力的な
面は、離陸直後や着陸直前には大きく見えるが、投影対象になっていない。
【００１０】
　さらに、実際はUS20110188257A1の照明設備は機体表面のいずれにも取り付けることが
できることから、胴体下側を照らすことも可能である。この場合でも投影の利点は空気力
学的な抵抗をあえて生み出すほどではなく、また加圧されたキャビンの外面に取り付ける
ことにより安定性を犠牲にするほどのものもない。こうしたこうした投影システムを出っ
張りや引っ込みに取り付ける方法も複雑になる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】DE498932A
【特許文献２】DE510162A
【特許文献３】DE444167A1
【特許文献４】US1999479A
【特許文献５】US8933819B1
【特許文献６】US9324248B2
【特許文献７】US20160042675A1
【特許文献８】US201227378A1
【特許文献９】US8651664B2
【特許文献１０】US20110188257A1
【発明の概要】
【００１２】
　以上から、航空機胴体の下面と側面および翼の下面に、突出部により空気力学的に問題
を起こすことなく、効率的に投影できるシステムを提供することが本発明の目的である。
また、加圧されたキャビンの外面には触れるべきではなく、投影システムは航空機に後か
ら取り付けることができるべきである。投影としては、航空機の表面に直接描くか、取り
付たシンプルなサインを照明させるか、機体表面に画像またはビデオを投影するかのどち
らかであろう。この照明の効果は、機体の表面に描かれているビジュアル的な要素と組み
合わさって、空でも地上でも航空機の視認性を高めることになり、航空交通の安全性をさ
らに高めることになる。
【００１３】
　この目標を達成する進歩性は、空力や構造の安定性に影響を与えることなく、投影をつ
なぎ合わせたり、曲面上に投影したり、短い投影距離で大きな照明エリアを実現できるよ
うに設置するプロジェクター装置である。これは一連の画像を投影できるだけでなく、見
る人々の角度の変化により動的でワクワクさせるような効果を生みだすことが可能である
。
【００１４】
　特に民間航空機のターボファンエンジンのカウリングの下にプロジェクターを配置しう
る。ターボファンのカウリングの下に設置することで、上記の条件をすべて満たすことが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
本発明は、エンジンの数に依存するものではない。現在は2つのジェットエンジンのもの
が主流なので、2つのジェットエンジンを搭載するの航空機について説明する。
【００１６】
【図１】図1は民間航空機の正面図であり、左のエンジンのカウリング下にプロジェクタ
ーを設置した所を示すものである。
【図２】図2は民間航空機の別の角度からの図であり、既に述べた投影エリアに焦点を当
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てたものである。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本発明において「プロジェクター」とは、航空機の胴体上のイメージを照らすための投
光機と、航空機の機体の外面に画像またはビデオを投影するためのプロジェクターの両者
を意味する。
【００１８】
　投光機は光の色に関係なく、光線を発するあらゆる光源で構築できる。LEDはコンパク
トであり、エネルギー消費量が低く、発熱も低いため、本発明に適した光源である。照ら
されるイメージは、ロゴ、ブランド名、広告、その他航空機の外面に描かれたものや取り
付けられたサインが考えられる。
【００１９】
　画像やビデオを投影するためのプロジェクターは、レーザー、DLP、LED、LCD、または
画像やビデオを投影することができるいかなる他のプロジェクターのタイプでもありうる
。
【００２０】
　図1は、民間航空機100とその左翼101と左エンジン110の正面図である。
【００２１】
　騒音低減とエンジンコアへの空気誘導を実現するために、エンジンカウリングの外側11
1と内側112に十分なスペースを確保しており、1つまたは複数のプロジェクター114-117を
効率的に配置することができる。これは現在の標準的な低翼機の翼の下にある大型ターボ
ファンエンジンの配列と一致する。エンジンには大きなバイパス比があり、それに応じて
大きなファンが備えられている。その結果、エンジンの底部は航空機の胴体130の下側よ
りも低くなり、プロジェクター114と航空機の胴体130の下側との間に十分な距離を取るこ
とができる。
【００２２】
　もっとも、翼131および133の下側、機体の胴体の側面、ここでは左側の132に投影する
ことも可能である。プロジェクター116は、機体の左側132に投影する。プロジェクター11
5と117は、左翼131と133の下側に投影する。エンジンカウリングの下にプロジェクター用
の十分なスペースがあるため、部品が出っ張ることにより空力抵抗が発生することがない
。
【００２３】
　カウリングの曲率により、投影したい領域に投影に適した角度を実現することができ、
エンジンカウリングの下に装置全体を収容することができる。これはつまり、機体の外面
に取り付けたり、非常に高い空気力学的ストレスを受ける要素を追加するのとは異なり、
メンテナンスやアップグレードが容易であることを意味する。もっとも、カウリングへの
取り付け、またはその下への取り付けは可能であり、その場合エンジンカウリングのみ交
換する必要がある。
【００２４】
　プロジェクターは透明な容器113で覆われており、周囲の環境の影響から装置全体を保
護している。この透明な容器は、エンジンカウリングと同じ高さにして空気抵抗の発生を
防いでいる。またプロジェクターの光線の焦点を合わせるためのレンズとして機能させる
ことも可能である。
【００２５】
　図2は照射領域に焦点を合わせた別の角度からの民間航空機100を示したものである。プ
ロジェクター114および124の投影は機体の下側130で重なり合っている。左エンジンカウ
リングの下に設置したプロジェクター116は、機体の胴体部の左側132に投影する。右エン
ジンカウリングの下に設置したプロジェクター126は、機体の胴体部の右側に投影する。
プロジェクター117は、左翼下側133に投影する。プロジェクター127は、右翼下側136に投
影する。エンジンカウリングの下にプロジェクターを設置することにより、航空機の外面
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【００２６】
　別の利点は、取り付けた部分に一定の温度が必要な場合、温度を均一化できる。これは
、電力による加熱または冷却させる方法や、空気流の一部を方向変更させる方法や、エン
ジンからの廃熱を利用する方法や、エンジン内の温かい液体または冷たい液体のラインを
使用することで実現できる。これによりプロジェクターの運用温度を適切に保つことが可
能である。
【００２７】
　プロジェクターの切り替えは、すでに設置されている航空機の外部照明の切り替えと組
み合わせることができる。滑走路に入る前に点灯させ、滑走路を出た後に消灯するストロ
ボライトとの組み合わせが可能である。また着陸灯との組み合わせも可能である。着陸灯
は離陸許可を受けた際に点灯させ、通常10,000フィートの高度で消灯させる。着陸時では
着陸灯は通常10,000フィートで再び点灯させ、滑走路を出た後に消灯させる。他のロゴラ
イト、衝突防止灯、航行灯との組み合わせも可能である。
【００２８】
　トワイライトスイッチを使用して自動的に切り替えることも可能である。
【００２９】
　トワイライトスイッチまたは無線信号によりプロジェクターの切り替えを使用する場合
は別途配線をする必要はなく、エンジン内の既存の配線を使用して電力供給を行うことが
できる。そのため簡単に改装することができる。
【００３０】
　プロジェクターは可動式であり、積載状態と航空機の飛行姿勢に応じて調整することが
できるため、正しく投影することが可能である。これにより常に航空機の外面または翼の
下側の希望する位置に投影することができる。
【符号の説明】
【００３１】
100：民間航空機
101：左翼
110：左エンジン
111＆112：エンジンカウリングの外側と内側
113：透明な容器
114～117：プロジェクター
124：プロジェクター
126：プロジェクター
127：プロジェクター
130：航空機の胴体
131＆133：左翼
132：機体の胴体の側面、左側
136：右翼下側
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【国際調査報告】
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